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１ 各地で着々と進められてきた外来植物駆除 

 
 外来植物の中には、生態系に悪影響を及ぼすだけではなく、広範囲に繁茂し、文化財や自然公園な

どの景勝地の景観を大きく変えてしまう植物もいます。そのため、県内の自然公園や文化財などでは、

外来植物の駆除活動が行われています。 

磐梯朝日国立公園内の裏磐梯五色沼湖沼群周辺では、2004年頃から環境省により特定外来生物であ

るオオハンゴンソウの駆除、2011年からは福島大学によりキショウブの駆除が行われ、いずれの種も

現在は、ほとんど見られなくなりました※１。白河市の南湖公園では，湖内で船が漕げないほど大繁茂

していたコカナダモの駆除が 2007 年より福島大学、福島県、白河市によって行われ、2010 年にはほ

とんど見られなくなりました※２。また、2017年から福島大学、白河市、南湖森林公園案内人の会によ

りオオハンゴンソウの駆除が行われ、2022年に概ね完了しました。昭和村の矢ノ原湿原では，2019年

から福島大学により園芸スイレンの駆除が行われ，2022年に完了しました。 

外来植物駆除が一旦完了した区域においても、取り残しや埋土種子、周辺からの種子散布などがあ

ることから，引き続き、モニタリング等を続けています。 

 

２ 継続中の外来植物駆除 
 

外来植物駆除の取組の中には、広範囲に生育している、繁殖力が強いなどの理由により、根絶が難

しい場合があります。例えば、オオハンゴンソウに関しては、裏磐梯や駒止湿原へ向かう道路沿い、

尾瀬の入り口の小沢平などで駆除活動が実施されていますが※３、広く分布している、あるいは量が多

いなどにより、なかなか根絶に至りません。 

また、コカナダモに関しては、裏磐梯の曲沢沼では 2013年から裏磐梯エコツーリズム協会や福島大

学などが毎年大量に駆除していますが、元々沼一面に繁茂していたことから、一向に減りません※１。 

希少な在来種であるバンダイクワガタの生育を脅かすコウリンタンポポは、裏磐梯エコツーリズム

協会とボランティアによって駆除され、登山道沿いなどで減ってきましたが、生育場所が山頂付近で

アクセスしにくいこともあり、未だ広大な面積に生育しています。南湖公園のキショウブは福島大学

や白河市、南湖森林公園案内人の会により駆除が続けられていますが、根絶には至っていません。侵

略的外来種は、一度広がってしまうと，息の長い駆除の取組が必要になります。 

 

 

 

県内の外来植物駆除の試み 
   ～裏磐梯、南湖公園、矢ノ原湿原～ 

裏磐梯五色沼自然探勝路沿いで 

駆除されたオオハンゴンソウの袋 

白河市南湖で駆除された 

コカナダモ 
昭和村矢ノ原湿原での 

園芸スイレン駆除の様子 
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